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サ
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３
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自
殺
対
策
強
化
月
間

自
殺
の
現
状
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東
京
都
で
は
、
毎
年
２
千
500
人
〜

２
千
800
人
も
の
方
が
、
自
殺
で
大
切

な
命
を
な
く
し
て
い
ま
す
。
年
齢
別

に
み
る
と
、
男
性
は
50
代
後
半
に
自

殺
死
亡
率
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
女
性

は
男
性
に
比
べ
年
齢
に
よ
る
違
い
は

そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

自
殺
は
失
業
・
多
重
債
務
な
ど
の

経
済
・
生
活
問
題
の
ほ
か
、
健
康
問

題
、
家
庭
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
と
、
そ
の
方
の
性
格
傾
向
、
家
族

の
状
況
、
死
生
観
な
ど
の
要
因
が
複

雑
に
関
係
し
、
心
理
的
に
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
で
す
。

う
つ
病
の
サ
イ
ン
に

う
つ
病
の
サ
イ
ン
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
る
方

は
、
直
前
に
う
つ
病
な
ど
心
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
影
響
で
正
常

な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
病
気
で
あ
る
こ
と
が
、

本
人
あ
る
い
は
周
囲
の
人
に
も
正
し

く
認
識
さ
れ
ず
、
適
切
な
治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
自
殺
に
至
っ
て
し

ま
う
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
や
周
囲
の
心
の
不
調
に
早
め
に
気

づ
き
、
必
要
な
相
談
や
治
療
に
結
び

つ
け
る
こ
と
で
自
殺
予
防
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

■
自
分
で
気
づ
く
変
化

　

①
悲
し
い
・
憂
う
つ
な
気
分
②
何

事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
楽
し
く
な
い

③
疲
れ
や
す
く
元
気
が
な
い
（
だ
る

い
）
④
意
欲
・
集
中
力
低
下
（
お
っ

く
う
）
⑤
寝
つ
き
が
悪
く
、
朝
早
く

目
覚
め
る
⑥
食
欲
が
な
く
な
る
⑦
人

に
会
い
た
く
な
く
な
る
⑧
夕
方
よ
り

朝
方
の
ほ
う
が
気
分
体
調
が
悪
い
⑨

心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
考
え
が

堂
々
巡
り
す
る
⑩
失
敗
・
悲
し
み
・

失
望
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
⑪
自
分
を

責
め
る
、
自
分
は
役
立
た
ず
と
感
じ

る
⑫
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長

引
く
な
ど

■
周
囲
が
気
づ
く
変
化

　

①
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
元

気
が
な
い
②
体
調
不
良
の
訴
え
（
身

体
の
痛
み
や
だ
る
さ
）
が
増
え
る
③

仕
事
や
家
事
の
能
率
が
落
ち
て
ミ
ス

が
増
え
る
④
周
囲
と
の
交
流
を
避
け

る
よ
う
に
な
る
⑤
遅
刻
・
早
退
・
欠

席
が
増
加
す
る
⑥
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・

「守りたい　防火の心で　みんなの笑顔」　　春の火災予防運動は3月1日（木）～7日（水）
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や
周
囲
と
の
関
係
に
悩
ん
だ
り
、
病

院
に
行
く
べ
き
症
状
か
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
科
医
に
よ
る
相
談
は
月
１

回
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
実

施
し
て
い
る
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
健
康
推
進
課
へ
事
前
の
電
話
予

約
が
必
要
で
す
）。

■
自
殺
防
止
！
東
京
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

都
で
は
、
特
別
相
談
を
実
施
し
ま

す
（
左
表
２
参
照
）。
都
福
祉
保
健

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.fukushihoken.m

etro.
tokyo.jp/iryo/tokyokaigi/
index.htm

l

）
に
自
殺
総
合
対
策

の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　

市
で
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
簡
単
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」（https://fi shbowlindex.

jp/kokubunji/

）
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
自
身
や

ご
家
族
の
心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯

電
話
を
お
持
ち
の
方
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
簡
単

に
閲
覧
で
き
ま
す
。

携帯電話用QRコード

自
死
遺
族
の
方
へ

　

家
族
や
近
親
者
を
自
殺
で
失
っ
た

方
々
は
、自
責
の
念
に
か
ら
れ
た
り
、

社
会
的
に
傷
つ
い
た
り
、
心
や
身
体

に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
る
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遺
族
の
方
に
は
、
大
切
な
人
を
な

く
さ
れ
た
方
が
集
い
、
素
直
な
気
持

ち
や
思
い
を
分
か
ち
合
え
る
場
が
あ

り
ま
す
（
上
表
１
参
照
）。

表1　自死遺族の集い
名称・開催団体など 開催日時 問い合わせ

東京都西多摩保健所
「わかちあいの会」（立川市曙町）

奇数月第4土曜日
（午前10時～正午）

☎（0428）22-6141
（月～金曜日午前9時～午後5時）

足立区分かちあいの会
「とまり木」（足立区梅田）

原則毎月第1金曜日
（午後6時30分～8時30分） ☎（03）3880-5432

日野市わかち合いの会
（日野市多摩平）

毎月第4日曜日
（午後2時～4時）

☎（042）585-1111
（内2242）

東京都自殺防止センター
「エバーグリーンの集い」
（新宿区大久保）

毎月最終日曜日
（午後1時30分～4時30分）

☎（03）3207-5040
（月～金曜日午前10時～

午後5時30分）

グリーフケア・サポートプラザ
「分かち合いの会」（港区赤坂）

毎月第3日曜日
（午後2時～4時30分ごろ）

☎（03）5775-3876
（木・土曜日午前10時～午後4時）

生と死を考える会
（新宿区信濃町）

毎月第1・3・4土曜日、
第2金曜日、第3火曜日

☎（03）5361-8719
（火・金曜日午後1時～5時）

NPO法人ぷしけ
（日野市多摩平）

毎月第2日曜日
（午後2時～4時）

☎（090）4096-7198
（木曜日を除く正午～午後7時）

自殺対策に取り組む僧侶の会
「いのちの集い」
（中央区築地）

原則毎月第4木曜日
（午前10時30分～午後0時30分） ☎（03）3541-1666

※開催場所、具体的な活動内容は、事前にお問い合せください。

表2
特別相談の実施
○東京都自殺相談ダイヤル　～こころといのちのほっとライン～
 3月5日（月）～9日（金）　24時間
 ☎（0570）087-478
○自殺予防いのちの電話
 3月10日（土）午前8時～翌朝8時（24時間）
 （0120）738-556（毎月10日）
○48時間特別相談
 3月10日（土）・11日（日）午前6時～翌朝6時
 ☎（03）5286-9090（東京自殺防止センター）
○自死遺族のための電話相談
 3月5日（月）～7日（水）午前10時～午後10時
 ☎（03）5988-7778（全国自死遺族総合支援センター）
 3月8日（木）～11日（日）午前10時～午後10時
 ☎（03）3796-5453（グリーフケア・サポートプラザ）
○多重債務110番
 3月5日（月）・6日（火）午前9時～午後4時
 ☎（03）3235-1155（東京都消費生活総合センター）
相談会の実施
○「東京都こころといのちの総合相談会」
 3月12日（月）・新宿スバルビル会議室（新宿駅西口）
 13日（火）・アレアホール（立川駅南口「アレアレア2」）
 ※いずれも午後4時～8時（受付は7時まで）

外
出
を
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な
く
な
る
⑦
飲
酒
量
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増

え
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な
ど

■
う
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病
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疑
わ
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た
ら

　

専
門
医
に
相
談
（
受
診
）
し
て
く

だ
さ
い
。
早
期
に
対
策
を
行
う
と
早

く
回
復
し
ま
す
。
治
療
に
つ
な
が
っ

た
後
は
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
な
が

ら
、
あ
せ
ら
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
病
気

と
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
内
服
な
ど
の
治
療
と
あ

わ
せ
て
、
う
つ
病
に
至
る
背
景
の
環

境
整
備
な
ど
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。お

酒
は
自
殺
の
リ
ス
ク
を

お
酒
は
自
殺
の
リ
ス
ク
を

高
め
ま
す

高
め
ま
す

　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
、
飲

酒
を
し
な
が
ら
物
を
考
え
る
の
は
危

険
で
す
。
酔
っ
た
頭
で
は
投
げ
や
り

な
結
論
を
導
き
や
す
く
、「
死
に
た

い
」
気
持
ち
や
衝
動
性
を
高
め
自
殺

を
後
押
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
酔
っ
て
い
る
間
は
気
分
が

和
ら
い
だ
気
が
し
て
も
、
酔
い
か
ら

覚
め
た
後
は
、
さ
ら
に
気
分
が
落
ち

込
み
ま
す
。

　

お
酒
の
力
を
借
り
た
睡
眠
の
質
は

低
く
、「
よ
い
睡
眠
」は
と
れ
ま
せ
ん
。

眠
れ
な
い
と
き
に
は
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

心
の
健
康
相
談

心
の
健
康
相
談

　

市
で
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
起

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題
に
関
す

る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
家
族

転
倒
予
防
教
室

転
倒
予
防
教
室

「
手
軽
に
で
き
る

「
手
軽
に
で
き
る

　

体
操
講
座
」

　

体
操
講
座
」

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　

足
腰
を
動
か
す
こ
と
で
身
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
を
動
か
す
楽
し
さ
、
心
地
よ
さ
を

体
感
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
体
操
を

始
め
る
機
会
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
３
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
【
会
場
】
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
う
れ
し
の
の
里
（
日
吉

町
４-

32-

６
）【
対
象
】
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
市
民
【
講
師
】
金
森
伸

子
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
員
）【
定
員
】

20
人
【
費
用
】
無
料
【
持
ち
物
】
上

履
き
、
動
き
や
す
い
服
装
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
【
申
込
み
】
３
月
２
日
㈮
〜

16
日
㈮
に
電
話
（
☎
０
４
２
・
300
・

１
４
０
５
）
で
地
域
相
談
セ
ン
タ
ー

ひ
よ
し
へ
（
先
着
順
）

↓
高
齢
者
相
談
室
☎
０
４
２
・
321
・

１
３
０
１

希
望
園
で

希
望
園
で

「
こ
く
ぶ
ん
じ
育
ち
」

「
こ
く
ぶ
ん
じ
育
ち
」

販
売
開
始

販
売
開
始

　
（
社
福
）け
や
き
の
杜
希の

ぞ
み望
園え

ん〔（
戸

倉
４-

14-

７
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
隣
〕

で
、
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
「
こ
く
ぶ
ん
じ
育
ち
」

〔
12
ロ
ー
ル
315
円
（
税
込
み
）〕
の
販

売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
く
ぶ
ん
じ
育
ち
」
は
皆
さ
ん

の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
「
そ
の
他

の
紙
（
雑
誌
）」
を
再
利
用
し
て
生

産
し
て
い
ま
す
。
無
漂
白
の
と
て
も

柔
ら
か
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
内
17
か
所
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、「
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。こくぶんじ育ち

↓
ご
み
減
量
推
進
課
☎
０
４
２
・

300
・
５
３
０
３


